フザリウムオキシスポラムノシュクシュトクイセイブンカニオケルコガタセンショクタイノキノウノカイセキ by 鮎川, 侑 & アユカワ, ユウ
（別紙様式	 14） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 2018年	 3月	 7日 
論文の内容の要約 
 
氏	 	 名 鮎川	 侑 
学位の種類 博士（	 農学	 ） 
学府又は研究科・専攻 連合農学研究科	 	 	 生物生産科学	 	 	 	 	 	 	 	 	 専攻 
指導を受けた大学 東京農工大学 
学位論文名 Fusarium oxysporumの宿主特異性分化における小型染色体の機
能の解析 
 
【論文の内容の要約】 
	 植物病原菌 F. oxysporum は種内で病原性が分化し，宿主にし得る植物種が異なる分化型が存
在するが，宿主特異性の決定機構は未だ明らかでない．トマト萎凋病菌 Folから，生存に必須で
ないが，病原性を司る小型染色体（病原性染色体）が特定された．病原性染色体には，SIXなど
の病原性関連遺伝子が多数座乗する．病原性染色体の獲得や保持が，分化型の決定に関与すると
考えられていた．そこで本研究では，病原性染色体と宿主特異性との関連性について調査した． 
	 キャベツ萎黄病菌 Focや F. oxysporum非病原性菌株などを発芽管破裂法に適用し，細胞学的な
核型解析を行った．その結果，病原性菌株では非病原性菌株よりも染色体数が多い傾向があるこ
とを見出した．Focの染色体数は，先行研究で報告された F. oxysporumの染色体数としても最大
であり，複数本の病原性染色体を持つ可能性を示唆した．  
	 Focの SIX座乗小型染色体が生存に必須か，小型染色体喪失株を作出して調査した．核分裂阻
害剤を Focに処理し，SIX座乗小型染色体が生存に必須でないことを明らかにできた．SIX座乗
小型染色体喪失によって，キャベツ・シロイヌナズナの双方またはいずれかに対する病原力が低
下した株を認めた．さらに，Focの SIX座乗小型染色体が非病原性菌株に水平移動することを見
出した．Focの SIX座乗小型染色体を獲得した非病原性菌株はシロイヌナズナに対して不安定な
病原性を示した．Focはキャベツとシロイヌナズナ，それぞれに特異的と思われる病原性遺伝子
を保持し，それらは異なる染色体に座乗すると考えられた． 
	 SIX は，Fol などの分化型・レース識別の分子マーカーとしても利用され，SIX の迅速かつ特
異的検出は病理学的な基礎・応用研究に重要である．そこで，LAMPによる SIXの特異迅速検出
系の確立を試みた．その結果，Folレース 1および 3特異的な SIXを標的とした LAMPを開発，
10分間〜１時間程度で Folのレース 1および 3を識別できた．  
	 SIXを病原性染色体の分子マーカーにすることで，Focが複数本の病原性染色体を保持するこ
とを示唆した．本研究で開発した SIXの特異検出系は，病原性染色体の検出に利用できる．病原
性染色体の喪失や水平移動が，F．oxysporumの核型多型の原因と思われることから，F．oxysporum 
の分化型の決定は，病原性染色体の種類や組み合わせが関与すると考えられた． 
